
2 新規・継続 8年目

3 趣　　旨

期日・期間 回数 実施日 回数 実施日

１回 9月29日 １１回 10月22日（２園）

２回 10月1日 １２回 10月23日

３回 10月2日 １３回 10月26日

４回 10月5日 １４回 10月27日

５回 10月7日 １５回 10月29日

６回 10月8日 １６回 10月30日

７回 10月14日

８回 10月16日

９回 10月19日

１０回 10月20日

5 実施場所

6 募集人数

7 共催・協力・後援

8 参加者人数

9 参加者類型

10 参加者地域

11 参加者分析

アンケート満足度 満足 やや満足 やや不満 不満

100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

13 アンケートの主な記述

・新規申し込み園が２園であった。
・前年度に比べて園数は同じだが、参加者数が減少した。
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1

各回　保育園・幼稚園年長・年中児クラス

国立信州高遠青少年自然の家（冒険の森・プレイホール）

後援：長野県教育委員会　　協力：松本短期大学

4

幼稚園・保育園年長・年中児　５２４名（のべ１７園）

事業名称 幼稚園・保育園支援事業

継続

　当青少年自然の家周辺の自然環境を活かした幼児の自然体験活動・運動遊び
プログラムの研究開発を行い、幼児期における自然体験活動の普及をはかる。

○とても楽しめ，園児一人一人がよい笑顔だった。「もう一度来たい」という
声が多かった。
○８月の合同説明会に参加し，事前に栁澤先生の運動遊びの理論を学習してお
くことで，当日の園児の活動の支援がしっかりできた。
○昼食のバイキングでは，食べられる量の盛り付けや片付けなど良い経験と
なった。
○天気が悪く屋外でできなかったが，体育館（ﾌﾟﾚｲﾎｰﾙ）の活動も充実したプロ
グラムだったので園児はとても満足していた。
○冒険の森の活動ばかりでなく，沢歩きをするなど，いろいろな自然にも触れ
ることができた。

長野県内　５２４名

　１回　飯田中央保育園（３６名）
　２回　高遠第２第３保育園（２４名）
　３回　飯田殿岡保育園（２５名）
　４回　飯田中央保育園（３９名）
　５回　松本短大付属幼稚園（２４名）
　６回　瑞穂幼稚園（１９名）
　７回　聖クララ幼稚園（４３名）
　８回　美篶西部保育園（３４名）
　９回　育良保育園（２４名）
１０回　西箕輪保育園（５１名）

１１回　東春近中央保育園（４４名）
　　　　 東春近南部保育園（１４名）
１２回　高森町みつば保育園（２３名）
１３回　育良保育園（２３名）
１４回　明星保育園（３０名）
１５回　西箕輪南部保育園（１０名）
１６回　上の原保育園（６１名）



14 成　　果

15 今後の課題

16 担当者メモ

日程・時間 プログラム 備考（講師等）

10:00 入所・はじめの会 国立信州高遠青少年自然の家職員

10:30～12:00
森のくまさん
ピョンピョンうさぎ

サルの川わたり
国立信州高遠青少年自然の家職員または園職員

12:00～13:00 昼食 園職員

13:00～14:30
コアラの木のぼり

自由遊び
国立信州高遠青少年自然の家職員または園職員

14:30～15:00 終わりの会 国立信州高遠青少年自然の家職員

15:00 退所 園職員

プログラム展開（各園共通）
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・参加３年目からは職員が指導をせず，園の先生方に指導をお願いしている。
園児のことを一番よく知っている先生が指導をしたほうがよいのと，運動の指
導の仕方を先生方に知ってもらうという点からも今後も続けていきたい。

・前年度のうちに募集を締め切るので，新年度になって担当者が変わった場
合，引継ぎをしっかりしておく必要がある。今年度送迎できる車両の数の件
で，トラブルがあった。
・今年度は天候に恵まれ，屋内で活動をしたのは１園のみであった。
・昨年度同様「冒険の森」のロープを張る木の耐久性を考えると、新たな場所
を選定しなければならない。

担当：企画指導専門職　小澤　亮　　

・冒険の森運動遊びのプログラムを開発した松本短期大学名誉教授の栁澤秋孝
先生の協力を得て，事前に幼稚園や保育園の先生向けに講義や実技を行ったこ
とで，当日の園児への指導が円滑に行われた。
・今年度も新たに伊那市と飯田市から計2園の新規申し込みがあり，着実に本事
業の趣旨が広く浸透していると考えられる。
・幼保支援事業がきっかけとなり，施設を一般利用したいという園がでてき
た。

森のくまさん（瑞穂幼稚園）

ピョンピョンうさぎさん（西箕輪南部保育園）

コアラの木のぼり（高森町みつば保育園）

サルの川わたり（飯田中央保育園）


